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序

高岡市域におきましては、旧石器時代から近世にいたるまでの、幅広い年代の

埋蔵文化財包蔵地が所在 します。このうち、古代の遺跡 としましては「越中国府

関連遺跡」が最も注 目をされてまいりましたが、発掘調査の進展にともない、市

内の各地にも注 目すべき遺跡が,点在することが解明されております。

本書において報告 します 「東木津遺跡」につきましても、これまでに、多数の

掘立柱建物をはじめ、木簡や硯などといつたものが検出され、高岡市を代表する

遺跡であると考えられるようになってまい りました。

今回は、この遺跡の東端付近を調査しましたが、過年度における調査と同様に、

多数に及ぶ古代の遺構や遺物が検出されてお ります。 したがいまして、本書の刊

行は、郷土における古代史の解明をすすめるための第一歩として、大変意義深い

ものになると思われます。

なお、この調査につきましては、開発者である関口順三氏から、多大なご協力

をいただいてお ります。末尾になりますが、心より感謝申し上げます。

平成16年 3月

高岡市毅育委員会

教育長  細呂木 六良



例 言

1.本書は、高岡市東木津遺跡における発掘調査の概要報告書である。

2.当該事業は、関日順三氏による内科医院の建設工事にともない実施したものである。

3.発掘調査は、高岡市教育委員会・関口順三氏・北陸航測僻 3者協定のもとに実施した。

4.調査関係者は次のとおりである。

高岡市教育委員会 文化財課

課長 :大石 茂  副主幹i本林 弘吉  主任 :根津 明義

北陸航測株式会社 文化財課

課長 :宮森 俊英  調査員 :守田 睦

5,調査は、高岡市教育委員会の根津明義による指導のもと、北陸航測棚の守田が実施した。

6.本書の執筆にあたっては、根津・宮森・守田の 3者が分担した。

7.本書においては、下記の記号を用いて各遺構の種別をあらわした。

SA:柵址 SB:掘 立柱建物址 SD:溝 状遺構 SK:土 坑 SP:ピ ット

SX:その他

8.本書における各遺物番号は次のとおりである。

101～須恵器 201～古代土師器 301～陶磁器類 401～木製品 501～石製品

601～古墳土師器

【調査参カロ者】

屋外調査

池田 昌1美 石田 哲雄 新保 勝正 中四 郁子 福本 繁 藤井 美紀

山田 次男 吉岡 徹

室内調査

池田 昌美 上野 由美子 中田 郁子 藤井 美紀
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説

遺跡概観

東木津遺跡は、高岡市街地の中央からやや南西側に位置する古代を中心とする遺跡である。周辺は佐野台地と

よばれる庄川扇状地の先端付近にあた り、標高約 11～ 12mの微高地となっている。遺跡の東方においては概ね旧

庄川 (千保川)が流れてお り、地形的には概ね同河)||を めざすように下 り勾配で続 く。一方の西側では、古代に

おいて水路として活用されていたと推定されている祖父川が北流する 〔根津2000〕 。

東木津遺跡の近隣には、石塚遺跡をはじめ、下佐野遺跡・泉ヶ丘遺跡・木津神社遺跡等が所在 してお り、一つ

の遺跡群が形成 されている。これら個々の遺跡の調査結果から、当地区は縄文時代後期に始まり、以後は若千の

断続期間を有 しながらも、概ね近世まで歴史的様相が存続する。また、上記の石塚遺跡では、古墳時代において

は小規模ながらも古墳群を形成 してお り、以上を勘案するならば、当地周辺においては在地的かつ拠点的集落景

観がひろがっていた可能性があるかと思われる 〔根津2004〕 。

東木津遺跡における近年の発掘調査成果によれば、同遺跡は、古代において官行的な活動がとり行われていた

ものと考えることができる。現在、この遺跡をめぐっては、荘園や布師郷 との関連を指摘する意見があるほか

〔高岡市教委2001〕 、在地集落を基盤 として一時的に郡衛等の出先機関として機能 したとする説 〔根津2004〕 などが提

起されているが、その歴史的具体相については、詳細かつ多角的な視点からの検討を経る必要があると思われる。

序

(根津)
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Ⅷ 当調査 区(関 口地区)

東木津遺跡

図 1.東木津遺跡 (関 口地区)。 調査区位置図  (高岡市都市計画基本図に加筆  縮尺1/5,000)
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調査にいたる経緯

今回の調査は、関口順三氏が高岡市佐野892の地に内科医院の建設を計画 したことに端を発するものである。

しかし、当該地は東木津遺跡の包蔵地として周知されていたことから、開発を行 う際には、事前に埋蔵文化財の

有無を確認するとともに、その所在が明らかとなった場合には、何 らかの方法でその保護措置を行 う必要性があつ

た。そこで、さしあた り試掘調査を実施 し、その結果をふまえた うえで以後の対応を検討することとしたが、そ

の結果、当該地からは多数の遺構や遺物が検出され、上記の開発を行 う前には本調査を実施することが妥当と判

断された。

なお、今回の事例については、類例的に原因者負担を依頼する内容であつたほか、突発的に発生した事案であつ

たことから、行政的には一定の事務的経過をふむ必要があつた。 ところが、関口氏からは早急な対応をしてほし

いとの要望が出されたことから、再び協議の場がもたれたが、同氏と高岡市教育委員会、それに委託業者である

北陸航測株式会社の 3者協定のもとに本調査を実施することで合意にいたり、発掘調査に着手 した次第である。

(根津)

調査の経過

発掘調査は平成15年 5月 12日 から同年 6月 4日 まで実施 した。当初はとくに調査区を小分けする予定はなかつ

たが、表土及び遺物包含層の掘削をはじめたところ、多量の湧水がみられ、発掘調査の継続が困難 となったこと

から、最も湧水等の激 しい地点を一旦埋め戻 し、比較的この心配のない部分から調査を行なうこととした。その

結果、調査区南東部の約 171ポ を第 1調査区とし、残 りの約 112だ については、さらに第 2'3調査区と小区分 し

て調査を実施することとした。

調査は概ね第 1調査区から番号順に行つたが、内容的には、表土や遺物包含層を皮切 りに、以下、遺構確認・

遺構の掘削、そして各種記録等といつた通常の作業を行つた。調査面積は283だである。室内整理調査について

は概ね屋外調査の終了後に行つた。                               (官 森 )

グリット

当調査区におけるグリットは、既往の発掘調査との整合をはかるため、それらと同軸のものを設定した。基本

的には一辺10m四方を一区画としたが、適宜 5mメ ッシュを補助的に追力日設定した。         (守 田)

基本層序

今回の調査区における基本層序は次のとお りである。遺構は所謂 「地山」と呼ばれる土層の上面で確認 した。

地山までの深 さは現地表面から約50～ 60clllを はかる。概 して東方から西方にむけて緩やかに地山上面が傾斜する。

第 1層 : 耕作土 (昭和40年代の圃場整備以後の耕作土)

第 2層 : 黒色粘質土層・黒褐色粘質土層 (古墳時代・古代 。中世の遺物を包含 )

第 3層 : 地山

※ ただし、遺構の残存状況等を鑑みるならば、第2層 についても後世の攪乱を受けている可能性がある。 (宮森)

-2-
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検 出 遺 構

今回の調査区からは多数の遺構が検出された。特に顕著に検出されたのは畝状遺構 とピットであるが、前者が

密集することについては、当地が微高地であることと関連するものと思われる①ちなみに、畝状遺構については、

方向を違えて数通 りのグループに分類 しうることから、周辺の調査区から検出された畝状遺構 と比較すると、や

や長期にわたる存続期間を有する可能性があるかと思われる。

このほか、調査区からは畝状遺構を切るかたちで、北東から南西の方向に主軸を設ける溝状遺構 S D02や同03

が検出されている。また、部分的な検出にとどまつたものの、調査区の北西部で検出された S X01か らは、残存

率の高い古代の遺物が集中的に出土している。この遺構から出土した遺物の年代は、 8世紀後半代から9世紀前

葉であり、東木津遺跡が官行的な様相を呈していた時期と一致する。

また、調査区からは多数のピットも検出されてお り、最大解釈ながらも、このうちのいくつかは掘立柱建物址

をおもわせるような配置を≧るものがある。 しかし、調査区の全域に密に分布する畝状遺構等との切 り合いによ

り、この組み立てが困難であつたことから、本書においては掘立柱建物址についての論述は避けることとした。

検出遺構が多数に及ぶため、その全てを解説するこ≧はできないが、以下では、このうちの主要なものについ

て解説 していくことにする。

土坑 S K01

調査区南端付近で検出された土坑である。片側が調査区外へと達するため、その全貌は明らかではない。一案

としては、その規模からして溝状遺構 となる可能性もあるかと思われる。ただし、その場合は S D01ら とセット

をなし、区画溝 となる可能性もある。遺構の深さは確認面から約26cmを はかり、断面形はV字形を呈する。覆土

は黒褐色土 (Hue2.5Y5/6)を 呈する単一層である。遺物は出土していない。

上坑 S K02

調査区の北側で検出された土坑である。長軸約61clll,短 軸約50clllを はかる精円形の土坑である。遺構の深さは

確認面から約 9 cmを はか り、断面形は浅い皿型を呈する。覆土は黒褐色土 (Hue2.5Y3/1)を 呈する単一層である

が、鉄分が少量混入する。古墳時代前葉の土師器 (図面105-603～ 605、 609)が まとまって出土したほか、図示

はしていないが古代の杯も出土している。また、本社は重複する遺構 と切 り合つているが、時期的には本址の方

が新 しい。

上坑 S K03

調査区の北部で検出された土坑である。長軸・短軸 とも約60cmを呈する円形の土坑である。遺構の深 さは確認

面から約 10clllを はかり、覆土は黒褐色土 (Hue2.5Y3/1)を 呈する単一層であり、断面形は緩やかな逆台形を呈す

る。遺物の出土はない。

溝状遺構 S D01

調査区の南西隅で検出された溝状遺構である。方位的には北西方向から南東方向へとはしる。片側が調査区外

へと達するため遺構の全貌などは不明であるが、現状においては全長約6.4m,幅約60～80cm,深 さは確認面か

ら約21cmを はかる。覆土は黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/1)の 単一層であり、断面形は逆台形状を呈する。古墳時代

前期のを等のほか、古代の須恵器の杯 B蓋 (図面101-102)が出土している。

溝状遺構 S D02

調査区の中央よりもやや南側で検出された溝状遺構である。北東から南西の方向に直線的にはしる。現状では

全長約3.lm,幅50～60clll,深 さは遺構確認面より約43clllを はかる。本社は周辺に位置する畝状遺構を切る。/1B

-4-



土は黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/1)の 単一層であり、断面形は逆台形状を呈する。古墳時代前期のほか、 8世紀後

半から9世紀前半にかけての須恵器の杯類や土師器の密などが出土している。

溝状遺構 S D03

調査区の中央からやや東側で検出された溝状遺構である。北東から南西の方向に直線的にはしる。現状におい

ては全長約5.6m,幅50～90clll,確認面からの深さは約26clllを はかる。平面的に重複する畝状遺構を切つている。

覆土は黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/1)の 単一層であり、断面形は逆三角形状を呈している。

この覆土からは、 8世紀後半代から9世紀前半代のものと思われる須恵器の杯A(図 102-135)古墳時代前葉

及び古代の土師器が出土している。

溝状遺構 S D04

調査区のほぼ中央部において検出された溝状遺構である。北東から南西の方向に直線的にはしる。北東端が周

辺の畝状遺構に切 られているため全貌などは不明であるが、現状においては、全長約2.7m,幅90～ 100cm,深 さ

は確認面より約 13clllを はかる。

覆土は黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/1)の 単一層であり、断面形は皿状を呈する。鉄鉢形土器 (図面102-138)の

ほか、土師器の細片等が出土している。平面的に重複する畝状遺構ないし溝状遺構を切つている。

溝状遺構 S D05

調査区の中央部よりやや北側で検出された溝状遺構である。西北から東南方向に直線的にはしるが、一部はS

D03に よって切 られている。現状においては全長約2.9m,幅0,7～ 1.lm,深さは確認面から約 16cmを はかる。

覆土は黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/1)の単一層であり、断面形は皿状を呈 している。年代不明の上師器の甕の底

部のほか、古代における須恵器の杯類が出土している。

溝状遺構 S D06

調査区の北端付近で検出された溝状遺構である。 S X01に 切 られてお り、その全容は不明確である。現状にお

いては全長約90clll,幅約40clll,深 さは確認面より約 5 cmを はかる。覆土は灰褐色粘質土 (Hue2.5Y3/1)の 単一層

であり、断面形は皿状を呈する。古代における須恵器の大甕のほか、土師器の杯類や奏 (図面104-206)が出土

している。

遺物集積遺構 S X01

調査区南部において検出された遺物集積遺構である。形状そのものは西北―東南方向にはしる溝状遺構である

が、溝の東南端から約20clllの 地点で溝幅が約 2倍に膨 らみ、かつテラス状の部分を挟んで調査区西北部へと続 く

ものとなっている。西北側が調査区外へと達するものの、現状においては全長約6.lm,幅0.9～2.6m,深 さは

確認面から約26cmを はかることが確認 される。周囲に位置する畝状遺構 S D06と 切 り合 うが、本址がこれを切つ

ている。

覆土は黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/1)を 基本 とするが、床に近いところでは炭化物が検出されている。断面形は

逆台形状を呈している。古墳時代前期 と古代 (8世紀後半代から9世紀前半代)の遺物が多量に出上している。

他の遺構 と比べ、遺物の出土量が著しく多いことから、意図的にこの場所に投棄 した可能性があるかと思われる。

なお、出土遺物については須恵器や土師器の杯類 (図面101～ 105-106～ 109、 111、 113、 116、 118～ 121、 124、

125、 128、 131、 132、 134、 136、 137、 143、 202、 209)のほか、転用硯≧して利用された稜椀 (図面101-117)

や羽口 (図面103-503)、 その他製塩土器 (図面101-501)や灯明皿等が出土している。

tBItt S A01

柵址S A01と したものは、調査区西側にある3条の柵址のうち、最も西側に位置するものである。方位的には

南北方向にはしる。各柱穴は径25～36cmの円形を呈する。
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構造的には 2間 (約4.5m)を 有すると考えた。柱間寸法はS P01-S P02間 が約2.2m、 S P02-S P03間 が

約2.3mを はかる。 S P01か ら03は、それぞれ畝状遺構 と思われる溝 と切 り合っているが、土層観察より、本社

の方が新 しいことが把握 されている。

tBItt S A02

柵址 S A02と したものは、調査区西側にある3条の柵址のうちの中間に位置するものである。柵の方位はSA

01と 平行する。柱穴の平面形は径 17～ 32clllの 円形を呈する。現状においては4間 (約 10m)を有することが確認

されている。 柱間寸法は、 S P04-S P05問が2,9m、  S P05-S P06と S P06-S P07間 がともイこ約2.4m、 S

P07-S P08は約2.3mを はかる。 S P04は畝状遺構の一部 と切 り合つているが、 S P04の方が新 しいと考えら

れる。 S P08か ら古墳時代前葉のものとみられる土師器片が出土している。

柵址 S A03

柵址 S A03と したものは、調査区西側にある3条の柵址のうち、最も西側に位置するものである。方位は上記

2条の柵址 と平行する。柱穴の径は20～28clllの 範囲におさまり、平面形は円形を呈する。規模は 2間以上が考え

られる。柱間寸法は、 S P09-S P10間 が約2.lm、 S P10-S Pll間 が約1.8mを はかる。 S P09か らは古代の

ものと思われる土師器片が 2点ほど出土している。

畝状遺構

今回の調査区からは、ほぼ全域にわたつて畝状遺構が検出されている。規模は全長0.7m～ 6.Om、 幅30～ 50cmの

範囲にほぼまとまつている。方位別には、西南一北東・北西―南東 。西―東の 3通 りに分類できる。柱穴の断面

形は半円ないしU宇状を呈し、覆土も黒褐色土 (Hue2.5Y3/1)の 単一層を呈することで共通する。

他の遺構 との切 り合い関係についてみると、西南―東北向きのものについては、柵列 S A01や土坑 S D02よ り

も古く、同様に、西―東方向を呈するものについても、平面的に重複するS D03よ りも古いことが確認できる。

ちなみに、近隣に位置する「東木津遺跡 (山崎地区)」 の畝状遺構 〔高岡市教委2001〕 との方位関係を比較すると、

わずかに同地区の南東側にほぼ同様のものが存在するのみである。 (宮森)

出 土 遺 物

須恵器 (図面101～ 103)

当調査区からは、 8世紀後半代から9世紀代の須恵器が出土している。この半数近くは性格不明遺構 S X01と 、

その上層に位置する遺物包含層からの出上である。器種別には、杯・椀・蓋などといつた食膳具のほか、壺 。大

甕・横瓶・鉢などの貯蔵具、さらには鉄鉢形土器や転用硯などが見受けられる。

これ らの うちで最も出土量が多いのは食膳具であるが、この傾向は周辺に所在する過去の調査区の成果 とも概

ね一致する。鉄鉢形土器については、仏教的色彩を持った施設を含む遺跡から出土することが少なくない。また、

稜椀についても同様に仏具の模倣 ともいわれ、上記の鉄鉢の出土とともに、周辺には仏教的な色彩を持つ施設等

の存在 した可能性もあるかと思われる。

上師器 (図面104～ 105)

当調査区からは、古墳時代前期 と古代の上師器が出土している。前者については、甕・壺 。高杯・蓋形土器・

器台などといつたもののほか、祭祀時に使用されたとみられるミニチュア土器も出上している。

ちなみに、今回の調査区からは外れるものの、試掘調査時においては当該期の上師器が多量に出土してお り

(注 1)、 やはり当調査区を含む周辺地区には、この時代の様相も展開していたと考えられる。
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一方の古代の上師器については、内面黒色土器を含む杯や椀などといつた食膳具のほか、甕や鉢などの煮炊き

具が出土している。数量的には甕の破片が多くみられるが、後世における破損や磨耗などにより、接合はおろか、

その調整法の識別 さえも不明なものが多い。

製塩土器 (図面103-501)

今回の調査区の北部、 S X01及びその隣接部より製塩土器の破片が 2点ほど出土している。内陸に位置する当

地は製塩に適 していないため、これが出土した経緯については、生産地ないし管理地からの移動 ととらえるべき

であろう。

羽口 (図面103-503)

当調査区北部の S X01か ら輛の羽口も 1点出土している。上下及び片側を欠損 してお り全体像は不明であるが、

現状は最大長約 7 cm、 最大幅約6.2cmの規格を呈する。表面の調整は粗 く、器面はひび割れなどが目立つ①また、

表面には火を受けた痕跡も見られる。

支脚 (図面103-502)

当調査区からは、 1点だけではあるが支脚が出上している。片側を欠損 しているが、現状では最大長6.8clll、

最大幅2.8cmの規格を呈する。第 2区の表土掘削中に検出されてお り、他に供伴遺物がなかったことから、具体

的な年代の特定には至らなかった。

転用硯 (図面101-117、 118)

今回の調査区北西部の S X01か ら2点だけではあるが転用硯が出土している。硯 として転用 されていたのは 8

世紀中頃の須恵器の稜椀 と8世紀後半から9世紀前半代にかけての須恵器杯 Bである。底外面に磨耗 された形跡

と墨痕が確認できたため、共に硯 として使用されたものと考えた。この存在からは、当調査区において識宇層の

介在 したことのほか、官行的様相が展開していたことなどが窺われよう。

赤彩土器 (図面104-201、 図面105-614、 616、 619)

当調査区からは、全時代を通 じて数個体分の赤彩土器が検出されている。器種 としては、古墳時代のものでは

高杯ないし器台のほか、祭祀等に用いられたものと考えられるミニチュア土器が見受けられる。一方の古代にお

いては内面黒色処理を施 した杯類が 1点だけ出土している。

灯明皿

当調査区の北側に位置する性格不明遺構 S X01と その隣接部より2点の灯明皿が出土している。使用されてい

るのは古代における土師器の杯や皿である。

なお、遺物が小片であつたため、本書においては図化をひかえた。

砥石 (図面103-504)

調査区南東部の遺物包含層から、砂岩製の価石が 1点出土している。破損のため全容は不明であるが、現状に

おいては最大長5.4cm、 最大幅3.2clllの規格を呈する。使用面は 1面だけ確認 されている。

火切杵 (図面103-401)

調査区の中央からやや南東部の表土層から火切杵が 1点だけ出土している。破損のため全容は不明であるが、

現状においては最大長5.8cm、 径0.8clllの規格を呈する。全体的に細かく面取 りがなされてお り、断面もほぼ円形

に整えられている。片側の先端部分に焦げ目があることから、火切杵と判断した。

その他陶磁器類

当調査区からは珠洲の三の破片が 1点出土しているほか、越中瀬戸をはじめとする近世以降の陶磁器片も若干

量出土している。いずれも細片であり、年代も不明であることから、本書においては図示等を見合わせることと

した。                                           (宮 森)
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図面101.須恵器・蓋、杯、椀、墨書土器、転用硯
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総

平成 15年度に実施 した、東木津遺跡 「関口地区」の調査概要を述べてきた。以下ではその成果を概括 し、本遺

跡をめぐる課題の整理を行 うとともに、今後の展望を述べることにより、今回の調査のまとめにかえること≧し

たい。

東木津遺跡は、高岡市石塚地区を中心にひろがる、弥生中期から近世にいたる遺跡群の一角をになうものであ

る。今回の調査区から出土した遺物を概観するに、既往の調査区で見られたような、帯金具・皇朝銭・渡来銭・

祭祀具・塁書土器・木簡などといった官行的な遺物の出土は少ないが、転用硯をはじめ、鉄鉢や稜杭等が検出さ

れていることから、概 して当調査区においても官行的な様相が波及 していた可能性が問えるものと思われる。

東木津遺跡においては、「1悔過」 と記 された墨書土器や瓦塔が過去の調査区から出土したことをうけ、仏教的

色彩をもつ施設 との関連を指摘する意見も提起されている 〔高岡市教委2001〕 。たしかに、金田章答氏 〔同氏1998〕

や藤井一二氏 〔同氏1995他〕の研究においては、当遺跡の南方に東大寺領根田荘が比定されてお り、また、東木

津遺跡からは過去に 「庄」墨書土器も検出されていることから、上記のように仏教色を帯びていたことと相まっ

て、同荘との関連を問 う見解も提起されている 〔高岡市教委2001〕 。 しかし、出土遺物の年代幅を勘案するに、東

木津遺跡において官衛的な様相が存続 していたのは、いまのところ8世紀中頃から9世紀中頃までの範囲と考え

られる。 したがつて、同荘の存続期間≧は付合 しないため、同荘との関連を説 くにつけては、現状ではより慎重

な検討を要するといわざるをえないであろう 〔根津2004〕 。

一方、今回の調査区から程近い地点から、「布忍 (師)郷」 と焼成前に刻書された横瓶や 「布師三□」なる人

名 とみられる文字を記す木簡などが検出されたこ≧をうけ、周辺を同郷に比定する積極論も提起されている 〔堀

沢2001〕 。周辺地域に点在する遺跡群の内容やあり方を概観するならば、大局的には長期の継続を呈する様相が所

在 したことが考えられるほか、古墳時代においては小規模ながらも古墳群が造営されていくことから、確かに周

囲には在地的な様相がひろがっていた可能性もあり、上記の比定案も一案 と思われる。 しかし、周辺からは「氣

柔神宮寺」木簡をはじめ、郷 レベルを超えるかのようなものも検出されていることから、既存集落の内に、国郡

行の出先機関や荘園関連施設等が一定期間複合 していた可能性も考えられるなど、より詳細で、かつ広範囲にわ

たる検討も要するかと思われる。

現状においては、東木津遺跡の調査範囲が十分ではないため、周辺の歴史的様相をいまこの場で解 くことは非

常に困難であるが、この課題を達成するには、同遺跡に対 し、今後もそ うした視ザ点も含めながら、詳細な検討を

重ねていく必要があることを提言することで本書のまとめとする。 (宮森)
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注 1.試掘調査担当者から御教示を得た。
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図版101 第1調査区遺構検出状況 (南西から)

図版102 第 1調査区全景 (南東から )
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図版403.第 1調査区全景 (南西から )

図版104.第 2・ 3調査区全景 (南西から )
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図版105 調査区中央部 (南東から)

図版106 作業風景



図版107.遺物写真 須恵器′土師器



図版108.遺物写真 古代 須恵器・杯

図版109.遺物写真 古代 土師器・甕′鉢



図版110.遺物写真 鉄鉢形土器′製塩土器′支脚

け
に
∞
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